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背景

1-1　本資料の目的

1-2　施工現場における課題と本資料の役割

　本資料は、新築住宅等を対象とした太陽光発電設備の標準的な施工手順を整理したものです。
　建築物環境報告書制度の施行により、東京都では新築住宅等への太陽光発電設備の設置が
進むため、施工の担い手を増やすための技術向上等の支援を行っています。
　事業者の皆様が太陽光発電設備を設置するに当たって、工程や留意点を把握し、安全かつ
確実に施工を行う参考となるよう、本資料をご覧いただき、理解の一助としていただけると
幸いです。
　本資料は、各メーカーが定める施工マニュアルの内容を補完する位置づけであり、「共通的
な考え方」「現場での注意点」「作業を円滑に進めるコツ」などを中心にまとめています。
　また、本資料の内容は「概要版」および「施工手順動画」とも連動しており、これらをあ
わせて活用することで、理解促進と技術向上を図ることができます。

　新築建物における太陽光発電設備の施工は、既築建物に比べて工程の調整が複雑です。屋
根工事・電気工事・内装工事等、複数の業者が関与するため、工程の共有や連携が十分でな
いと、作業の遅延や再施工等のトラブルにつながる場合があります。
　現場からは、次のような課題が指摘されています。

1

ビルダーや工務店と工程
共有ができず、足場の撤
去時期が合わないことが
ある

試運転時に受電が完了し
ておらず、予定通りに検
査ができなかった

先行配線のタイミングが
他業者の作業と重なり、
再工事が発生した
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1-3　本資料の構成と活用方法
　本資料は、太陽光発電設備の施工に関わる設計者、施工管理者、電気工事士、建築施工業
者など、幅広い関係者の参考としていただけます。
　構成は以下のとおりです。

　特に【4】では、実際の施工工程を 7 つのステップに分け、それぞれの作業手順と留意点を
具体的に示しています。
　また、文中では、施工現場で聞かれる課題や具体例をもとに、実務で直面しやすい課題と
その対策をわかりやすく整理しています。
　本資料を通じて、施工に関わるすべての事業者が共通認識を持ち、安全で質の高い施工を
実現する一助となることを期待しています。

　これらの事例は、いずれも情報共有不足や工程管理の不備に起因するものであり、今後の
施工拡大において重要な改善ポイントです。
　本資料では、こうした現場の課題を踏まえ、施工工程ごとに「留意点」や「スムーズに施
工を進めるための工夫」を紹介します。これにより、太陽光発電設備の安全性・信頼性の向
上とともに、施工者間の円滑な連携を促進し、都内全体での施工品質の底上げを目指します。

【1】背景
 【2】太陽光発電設備の主な機器
 【3】施工の全体フロー
 【4】標準的な施工手順と留意点
 【5】蓄電池（付帯設備） 
 【6】まとめ
 【7】参考情報・関連資料
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太陽光発電設備の主な機器2
2-1　太陽光発電設備の基本構成

2-2　太陽電池モジュール

　太陽光発電設備は、主に次の 3 つの機器で構成されます。
　① 太陽電池モジュール
　② パワーコンディショナ
　③ 架台等
　これらの機器を設置、活用することにより、家庭や施設内で電力を利用することができます。
　本章では、各機器の特徴と、設置時の基本的な留意点を説明します。

　太陽光発電システムの中心となる
機器が太陽電池モジュールです。一
般的には「太陽光パネル」や「ソーラー
パネル」と呼ばれますが、正式な技
術名称は太陽電池モジュールであり、
電気を発生させる発電セルを複数枚
組み合わせ、ガラスや樹脂で封止し
て一枚のパネルにしたものです。
　この太陽電池モジュールを、架台
を用いて屋根等に設置した全体を太
陽電池アレイと呼びます。
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2-3　パワーコンディショナ
　パワーコンディショナは、太陽電池
モジュールで発電した直流電流を、家
庭や施設で使用できる交流電流に変換
する装置です。太陽光発電システム全
体の中核となる機器であり、発電した
電気を安全かつ効率的に利用するため
の役割を担っています。
　パワーコンディショナには屋外設置
型と屋内設置型があり、いずれも設置
環境に合わせた機種選定と適切な設置
が求められます。屋外型は防水・防塵性能（IP 等級）を確認し、直射日光や雨水が直接当た
らない位置に設置します。屋内型は湿気の多い場所を避け、放熱スペースを十分に確保する
ことが重要です。
　設置環境を検討する際には、温度や湿度だけでなく、周囲への影響にも配慮する必要があ
ります。パワーコンディショナは運転時にファン音や高周波音（モスキート音）が発生する
ことがあるため、屋外では隣家の窓付近を避け、屋内では寝室の近くへの設置を避けるなど、
騒音や振動への配慮も必要です。
　これらの環境条件に加えて、安全施工の観点からも十分な注意が求められます。感電や発
火などのリスクを防ぐため、メーカーが定める安全基準および設置マニュアルに従って施工
します。設置および配線工事は、電気工事士など有資格者による施工が必須です。設置環境
を適切に選定し、防水・放熱・騒音への配慮を行うことで、長期間にわたり安定した運転を
維持することができます。

　太陽電池モジュールは、発電性能・耐久性・意匠性のバラ
ンスを考慮して選定され、住宅用から産業用まで幅広く利用
されています。また、屋根形状・気候条件・方位等の施工環
境に適した仕様を選ぶことで、発電効率を高め、長期的な性
能維持につなげることができます。加えて、適切な設計およ
び施工を行うことで、安全性と信頼性を確保することが重要
です。



6

施工の全体フロー3
3-1　施工全体の流れと基本的な考え方

　太陽光発電設備の施工は、建物の構造や屋根形状、設計条件に応じて進められます。全
体の流れを把握し、各工程の目的と注意点を理解しておくことが、品質と安全を確保する
ための第一歩となります。

一般的な施工の流れは、次のとおりです。

1. 現地調査・事前準備

 2. 設置計画

 3. 架台の施工

 4. 配線準備

 5. 太陽電池モジュール設置

 6. パワーコンディショナ設置

 7. 電気配線・試運転・最終チェック

（※各ステップの詳細は【4】標準的な施工手順を参照）



　太陽光発電設備の施工では、設計担当、施工
管理者、屋根工事業者、電気工事士等、複数の
関係者が携わります。それぞれの作業が異なる
タイミングで行われるため、「誰が・どのタイミ
ングで・どこまで行うか」を明確にしておくこ
とが極めて重要です。
　たとえば、他業者の作業予定が共有されてい
ないと、現場に入っても作業ができず、出戻り
となるケースがあります。また、最終チェック
の担当者が明確でない場合、「誰も確認していな
かった」という事態に発展することもあります。
　これらを防ぐためには、施工前の打合せで担
当範囲と確認責任者を決め、工程の変更や進捗
を共有できる体制を整えることが大切です。現
場ごとに連絡経路や確認方法を明確にしておく
ことで、作業の重複や漏れを防ぎ、効率的で安
全な施工につなげることができます。
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3-2　情報共有の徹底が施工トラブルを防ぐポイント

　各工程は相互に関連しており、前工程の精度と確認内容が、次工程の品質と安全性に直
接影響します。そのため、全体の工程を把握し、設計・施工・管理の各担当者が共通の理
解を持つことが重要です。

確認確認のの
ポイント

●施工前に、各工程の担当者と確認責任者を明確にしているか
●他業者との工程変更や調整内容を共有できる体制があるか
●作業記録や検査結果を関係者間で共有できているか
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参考となる施工手順4
4-1　標準施工手順の概要

4-2　ステップ１：
現地調査・事前準備

屋根構造と下地の把握

　本章では、太陽光発電設備の標準的な施工手順を、7 つの工程に分けて解説します。各
メーカーが定める施工マニュアルを遵守することを前提としつつ、現場で発生しやすいト
ラブルや注意点を留意点（Point）としてまとめました。
　本手順は、特定のメーカー仕様に偏ることなく、共通的な原則・安全管理・情報共有の
観点からまとめたものであり、施工に不慣れな事業者でも現場全体の流れを把握できる内
容としています。
　なお、詳細な数値条件や固定方法などは、必ず各メーカーの最新施工マニュアルを参照
し、設計者・施工管理者の確認を経たうえで実施してください。

　太陽光発電設備の設置にあたっては、まず建物の
屋根構造や環境条件を把握し、安全かつ適切な機器
を選定することが最初の工程です。
　新築物件では、設計段階で屋根構造・荷重・防水
性能が明確になっていることが多いものの、現地確
認によって図面との差異や周囲の環境リスクを確認
することが欠かせません。ここでの調査結果は、後
の「設置計画」や「架台施工」に直接影響します。
　屋根の形状や構造、電気設備の位置、周辺環境などを正確に把握することで、設置計画
や安全対策の精度が大きく変わります。後工程での修正ややり直しを防ぐためにも、この
段階で「現場を正確に見る」ことが最重要です。
　※既築住宅への設置の場合は、屋根構造や劣化状況を慎重に確認し、補強や設置可否の判断が必要です。

　屋根材の種類（瓦・金属・スレート・アスファルトシングル等）や下地構造（垂木・野
地板等）によって、使用する金具や固定方法、施工手順が異なります。また、屋根材の厚
みや表面仕上げによっても、ビスの長さや止水処理方法も異なるため、施工前に屋根構成

Point 1



確認確認のの
ポイント

確認確認のの
ポイント
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を正確に把握しておくことが必要です。
　現場確認の際は、図面情報と実際の構造を照らし合わせ、固定可能な位置を関係者間で
共有します。これにより、架台や金具の選定ミスを防止しやすくなります。

●屋根材の種類と厚みを確認し、施工できる範囲を明確にしたか
●垂木・野地板などの下地構造を確認し、金具を固定できる
位置を特定したか
●使用予定の金具や工具が、屋根材や下地構造に適しているか

●防水層の構成を確認し、貫通部施工に支障がないか
●強風・積雪・塩害などの地域条件を把握し、対応機材を検
討しているか
●屋根の防火構造を損なわない設置計画となっているか

防水・防火性能と災害リスクの確認
　太陽光発電設備は屋根上に設置されるため、防水性・
防火性・耐風性の確認は欠かせません。近年は、想定を
超える強風・積雪・豪雨などの気象条件が増加しており、
これらに対応した設計・施工が求められています。
　屋根材の防水層構成を確認し、ビス貫通部の止水処理
が適切に行える構造かを確認します。沿岸地域では、塩害対応の金具・モジュールフレー
ムを選定し、腐食リスクを最小化します。
　また、風荷重（負圧）や地震時の振動によりモジュールや架台が動かないよう、屋根構
造全体の強度と固定金具の設計条件を確認します。あわせて、防火性能についても屋根の
防火構造を損なわないように設置されているかを確認します。

Point 2
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屋根の耐荷重と機器選定

反射光による近隣への影響の確認

　太陽電池モジュールや架台などの機器は、設置箇
所の構造強度に応じて選定する必要があります。屋
根の耐荷重を超える機器を設置すると、構造上の変
形や漏水、耐久性の低下につながります。
　新築では、構造設計段階で耐荷重が設定されてい
るため、図面に基づき重量計算を行い、安全性を考
慮して機器を選定します。　
　設計・施工管理者は、メーカーが提供する施工マニュアルに記載された設置条件を遵守
し、建物条件に最も適合する架台や金具を判断します。メーカーによっては、屋根材別の
設置仕様（例：瓦・金属・スレート・アスファルトシングル等）を細かく区分しているため、
該当項目を正確に選択することが求められます。
※既築住宅の場合は、屋根下地や梁の強度を調査し、必要に応じて補強を検討します。

　パネルの設置条件や周囲の状況によっては、季節や時間帯により、近接する建物や施設
等に一時的に反射光が差す場合があります。
　特に、住宅、学校、病院、高速道路や国道、空港等が周囲にある場合には、反射光によ
る影響が生じないか確認が必要です。影響が懸念される場合には、反射光シミュレーショ
ンにより影響の程度を把握し、必要に応じて関係者へ説明します。

また、住宅等への影響が懸念される場合は、設置する太陽光パネルの向きや配置の調整、
太陽光の反射を抑えた防眩（ぼうげん）仕様のパネルの採用等による反射光対策を行います。

Point 3

Point 4

確認確認のの
ポイント

●屋根の耐荷重性能を把握し、モジュール・架台重量と照合
しているか
●施工マニュアルに記載された設置条件を確認したか
●補強や補助材の必要性を検討し、関係者間で共有しているか

確認確認のの
ポイント

●周囲に反射光の影響が懸念される建物・施設がないか
●反射光シミュレーション等により、影響の程度を把握し
ているか
●太陽光パネルの向きや配置の調整、防眩仕様のパネルの
採用等による対策が必要か
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　現地調査の結果をもとに、太陽光発電設備の設置計画
を立てます。寄棟屋根、日射条件、建物構造、電気配線
の条件を踏まえ、最適な配置と施工方法を検討します。
　新築では設計段階から計画に反映できる場合が多い一
方で、複数の工種が関わるため、他工事との調整や情報
共有が欠かせません。この段階での計画精度が、施工品
質・工期・安全性を大きく左右します。

※既築建物に設置する場合は、構造の制約や屋根の劣化を考慮し、
補強や仕様変更を含めた設計上の検討が必要です。

確認確認のの
ポイント

●屋根形状や日射条件を踏まえた配置計画を立てているか
●架台金具や配線経路を設計図に反映しているか
●設計内容を施工管理者が確認・承認する手順を明確にして
いるか

設計情報をもとにした配置計画
　太陽電池モジュールの配置は、発電効率・安全性・施工性
のバランスを考慮して計画します。屋根の方位、勾配、日射
条件（隣接建物や樹木の影の影響等）を確認し、最適な発電
性能が得られるように配置します。
　また、架台金具の固定位置や配線ルートが屋根構造と干渉
して、屋根の損傷や雨漏りなどの不具合を起こさないよう注
意します。金具の取付間隔やケーブル経路を設計段階で明確
にしておくことで、現場での判断ミスを防げます。
　設計と現場の整合性を確保するため、調査結果・設計内容・施工計画を施工管理者が確
認・承認する手順を定めておくことが望ましいです。

Point 1

4-3　ステップ 2：
設置計画
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機器設置場所の選定と環境条件の確認

他工事との連携と工程調整

　パワーコンディショナや蓄電池などの電気機器は、周囲環
境の条件により性能や耐久性が大きく変わるため、設計段階
で適切な設置場所を選定します。
　屋内設置の場合は、換気性や温度上昇、湿度の影響に配慮
し、洗面所・脱衣室・屋根裏などの高温・多湿環境を避けます。
ファンの作動音（35 ～ 40dB 前後）が生活空間に影響しな
いよう、寝室や子ども部屋の近くも避けるのが望ましいです。
　屋外設置の場合は、防水・防塵性能（IP 等級）を確認し、直射日光や風雨・積雪の影響
を受けにくい位置に設置します。また、隣家との距離や反射音など、騒音・景観にも配慮
します。
　さらに、点検や交換の際に作業が行いやすいスペースを確保し、メンテナンス性にも配
慮します。

　太陽光発電設備の設置は、建築・屋根・電気など複数業種
の工事と密接に関わります。特に新築現場では、外壁工事や
内装工事、電気配線などが同時期に進むため、工程全体の見
通しと連携体制が重要です。
　施工開始前に、各業者の作業範囲と時期を工程表で共有し、
干渉や順序の重複を防ぐようにします。ただし、工程表を共
有していても現場監督の多忙や他工事の前倒しにより、「予
定より早く足場を解体する」「配線ルートが変更になる」といったトラブルが発生するこ
とがあります。こうした事態を防ぐためには、定期的なミーティングや情報共有アプリ等
を活用して、工程変更時に即時連絡できる体制を整えることが効果的です。

Point 2

Point 3

確認確認のの
ポイント

●設置予定場所の温度・湿度・通気性を確認したか
●屋外設置の場合、防水・防塵性能（IP 等級）を確認したか
●騒音や外観への影響を考慮しているか
●維持点検・交換時の作業スペースを確保しているか



確認確認のの
ポイント

確認確認のの
ポイント

13

太陽光発電設備 施工手順書【詳細版】
 【4】標準的な施工手順

　また、宅内配線ルートの情報共有も極めて重要です。ビルダーや建築担当から、「貫通
してはいけない柱」や「電線・配管を通せるスペース（パイプスペース）」等の条件を事
前に共有し、施工業者がその範囲内で配線できるようにします。近年では、施工業者が配
線計画図を提出し、ビルダーが事前確認・承認する運用もあり、建物損傷リスクの低減や
保証トラブルの防止に役立っています。

●各業者の作業範囲と工程を事前に調整しているか
●足場の使用・撤去スケジュールを共有しているか
●配線ルートに関する制限やルールを把握しているか
●工程変更時に迅速な情報共有が行える体制を整えているか

●設計確定後に、使用機器・部材のリストを最新図面と照らして
確認しているか
●型番・数量・仕様を、担当者と別の人が相互チェックして
いるか
●納期がかかる部材（モジュール・架台等）を優先して発注
しているか
●設計変更が発生した場合に備え、メーカーや販売会社と相
談・調整できる体制を整えているか

発注ミスを防ぐ
　設置計画の最終段階では、必要な機材・部材の発注内容を正確に
確定することが重要です。特に、太陽電池モジュール・パワーコン
ディショナ・架台部材・ケーブル類等は、納期が長い部材や数量変
更が難しい製品が多く、発注ミスは工期遅延の原因となります。こ
うしたトラブルを防ぐには、設計確定時に発注チェックリストを作
成し、担当者以外による確認を含めた相互チェックを行うことが効
果的です。
　また、発注内容が確定した後の仕様変更（屋根材変更・機器容量変更等）は、メーカー
や販売会社との調整が必要になるため、スケジュールに余裕を持って対応します。

Point 4
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4-4　ステップ 3：
架台の施工

高所作業における安全対策

　架台の施工は、太陽電池モジュールを安全かつ確実に
支えるための特に重要な工程です。設置位置の精度、防
水処理の確実性、安全管理の徹底が品質を左右します。
　施工前に図面および墨出し内容を確認し、建物構造と
屋根材に応じた正しい手順で施工します。

　架台施工は屋根上での高所作業となるため、安全対策の徹底が必
要です。作業員はヘルメットとフルハーネス（墜落制止用器具）を
必ず装着し、親綱などの墜落防止措置を確実に講じます。強風時や
降雨時は滑落・転倒のリスクが高まるため、作業を中止します。
　また、資材は地上で管理し、作業に必要な分のみを順次搬入しま
す。荷揚げ・受け渡し時は、落下・飛散防止を徹底します。
　作業開始前に危険予知（KY）ミーティングを実施し、作業条件の
変化を共有し、安全対策を確認します。当日の作業条件（天候・足場状況・人員配置等）
を共有し、リスク要因を事前に把握しておくことが、事故防止につながります。

Point 1

墨出しの実施と位置精度の確保
　架台施工の最初の工程が「墨出し」です。これは金具の取付位置を示す基準線を屋根上
に記す作業で、以降のすべての作業精度を左右する重要なステップです。
　屋根形状や垂木の位置を正確に把握し、メーカーの施工マニュアルに従って基準線を正
確に墨出しします。金具取付位置がずれると、モジュールの傾きや荷重バランスの偏りが

Point 2

確認確認のの
ポイント

●フルハーネス（墜落制止用器具）を正しく装着しているか
●強風・雨天時の作業中止ルールを周知しているか
●資材の荷揚げ・受け渡し時に落下・飛散防止措置が取られているか
●作業開始前に危険予知（KY）ミーティングを実施しているか



確認確認のの
ポイント

確認確認のの
ポイント
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●設計図と照らし合わせ、墨出し位置と基準線の精度を確認し
たか  
●垂木位置を把握し、ビスが確実に固定できるかを事前に確認
したか  
●墨出し後、金具の取付位置を仮合わせ・確認してから次工程
へ進んでいるか

●屋根材・下地構造に適した金具とビスを使用しているか
●貫通部の止水処理が適切に行われているか
●締付トルクをメーカー仕様に従って確認しているか
●施工後に屋根裏からビス位置の確認を実施しているか

金具の取付と防水処理
　金具の取付では、屋根材や下地構造に応じた正しいビス打
ちと止水処理が欠かせません。固定金具は、設計で指定され
た垂木や野地板の位置に確実に固定し、ビスの締め付けトル
クをメーカー仕様に合わせて施工します。
　ビスの貫通部には防水パッキンを使用し、必要に応じて止
水材（シーリング材等）を併用して止水処理を行います。また、
もし打ち損じをしてしまった場合は、抜かずに防水パッチ等で止水処理を行い、雨水の侵
入を防止します。
　施工後は屋根裏や天井裏からビス位置を確認し、垂木固定が必要な工法の場合は、すべ
てのビスが垂木に確実に到達していることを確認します。

Point 3

生じ、台風などの強風時にモジュールや屋根の損壊を引き起
こすおそれがあります。そのため、施工前に位置精度を確認
し、必要に応じて再点検を行います。
　また、木造住宅の場合は垂木に確実に固定できるよう、ビ
ス位置を正確に設定します。打ち損じ（垂木を外したビス）
は強度不足や漏水の原因となるため、屋根裏側から垂木位置
を事前に確認しておくことが大切です。
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　太陽電池モジュールで発電した直流電流を、パワー
コンディショナへ安全に送るための配線準備を行いま
す。
　この工程での重要なポイントは、配線ルートの確認・
ケーブルの仮置き・火災防止措置の徹底に加え、電気
工事業者やビルダーとの情報共有です。あわせて架台
やモジュール設置に影響を与えないよう、配線位置と
結束方法を事前に確認します。

他業種との工程連携
　配線作業は、住宅電気工事との工程調整が特に重要
です。一般的に、隠ぺい配線を行う際は、住宅の電気
工事業者が先行して配線を行い、その後、太陽光設備
の施工業者が同じ経路や既設の開口部を利用します。
　しかし現場では、住宅側の電気配線が未完了のまま
太陽光設備の施工日を迎え、配線が通せない、あるい
は開口が使用できないといったトラブルが発生する
ケースがあります。これは工程変更の情報共有が不十分なことが原因です。
　このような事態を防ぐため、電気工事業者・ビルダー・太陽光施工者の三者間で配線ルー
トや施工順序を事前に確認し、工程表の更新情報を確実に共有することが求められます。
　また、宅内配線ルートに関する情報共有も重要です。ビルダーや建築担当から、「貫通
してはいけない柱」や「電線・配管を通せるスペース（パイプスペース）」等の条件を事
前に共有し、その指示内容に従って施工を行います。

Point 1

4-5　ステップ 4：
配線準備

確認確認のの
ポイント

●住宅電気工事の進行状況と太陽光配線の工程が一致してい
るか
●配線ルートや開口部の利用ルールを共有しているか
●貫通箇所・パイプスペースの使用可否を確認しているか
●工程変更時に迅速な情報共有が行える体制を整えているか



確認確認のの
ポイント
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●ケーブルが金具やボルトに挟まれていないか
●接続部に緩み・損傷・断線がないか
●施工後に目視確認を行い、異常がないか確認しているか
●接続状況を写真で記録し、施工記録として保管しているか

火災リスクの防止と施工管理
　配線作業では、施工ミスによる発火リスクや感電
事故に十分注意が必要です。
　太陽電池モジュール間のケーブル接続（コネクタ
接続）は、正しい手順を守らないと、将来的なショー
トや火災につながるおそれがあります。特に多いの
が、コードを挟み込んだままボルトを締め付けてし
まうミスです。この状態では内部導線が損傷し、長
期的に熱を持って絶縁破壊を起こします。
　配線後はケーブルがねじれたり挟み込まれたりし
ていないかを再確認し、接続状態を目視確認・写真記録する体制を整えておくことで、将
来的な安全性を確保できます。

Point 2
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4-6　ステップ 5：
太陽電池モジュール設置

モジュールの搬入と仮置きの位置確認

　太陽電池モジュールは、発電性能・外観・防水性に直結す
る主要部材です。屋根上への搬入から架台への固定、ケーブ
ル接続までの一つひとつの精度が、システム全体の安全性と
信頼性を左右します。
　直流電流を扱うため、接続不良や締付不足によるアーク（放
電）リスクにも注意が必要です。

　太陽電池モジュールの搬入時は、落下や破損を防ぐため 2
名以上で慎重に取り扱います。まず、梱包やモジュールに損
傷がないかを点検し、異常がある場合は使用せず、輸送会社
やメーカーへ連絡します。損傷したモジュールを設置した場
合、感電や火災につながるおそれがあるため注意が必要です。
　屋根上では、仮置き位置を確認しながら、架台レールに対
して正確に配置します。位置がずれたまま固定すると、外観上の乱れだけでなく、風圧の
偏りによる強度不足を招くおそれがあります。仮置き後は、モジュール表面に傷や汚れ、
ひび割れがないかを再度確認します。

Point 1

モジュールの固定とトルク管理
　モジュールの固定は、設計で指定された金具・トルク値を正確に守ることが最も重要で
す。締付が甘いとモジュールが振動して緩み、台風などの強風時にモジュールや屋根が損
壊・飛散するおそれがあります。一方で、過度な締付はモジュールフレームやガラスに応
力がかかり、破損の原因となるおそれがあるため注意が必要です。

Point 2

確認確認のの
ポイント

●搬入経路と作業人員を事前に確認したか
●梱包やモジュールに損傷・汚れがないか点検したか
●仮置き位置が設計図通りであるかを確認したか
●段差や歪みがないかを確認したか
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ケーブル接続とアーク火災の防止
　太陽電池モジュール同士は、直流ケーブルを介してコ
ネクタで接続します。接続部分に緩みや締付不良がある
と、アーク（放電）が発生し、発熱・発火の原因となるため、
特に慎重な作業が求められます。
　接続の際は、コネクタの極性（＋／－）と方向を正確
に確認し、確実に「カチッ」と音がするまで差し込みます。
不完全な接続は接触抵抗が上昇し、局所的な発熱によって絶縁部が損傷し、アーク（放電）
や発火を引き起こすおそれがあります。 また、ケーブルが金具やボルトなどに噛み込ま
れていないか、曲げや引っ張りで負荷がかかっていないかを点検します。こうした誤施工
は、内部導線の損傷やショートを招くおそれがあります。
　すべてのモジュール間接続を完了した後は、接続状態を目視で確認し、コネクタが確実
に固定されていることを確認します。

Point 3

　特に、垂木固定が必要な工法では、ビスが確実に垂木
へ到達しているかを確認することが重要です。強度が不
足すると、風圧でモジュールや架台が外れるリスクが高
まります。
　締付作業は、メーカーが指定するトルク値をトルクレ
ンチで確認し、均等な圧力で施工します。すべての金具・
ボルトの締結状態を確認し、緩みや浮きがないことを
チェックした上で次の工程へ進みます。

確認確認のの
ポイント

●使用金具・トルク値がメーカー仕様に合っているか
●トルクレンチで適正な締付を確認しているか
●ビスが垂木に確実に到達しているか（垂木固定工法の場合）
●固定後、モジュールの整列・隙間・緩みを再確認したか

確認確認のの
ポイント

●コネクタ接続時に極性（＋／－）と方向を確認したか
●コネクタが確実に接続されているか（カチッと音がしたか）
●ケーブルが金具やボルトに挟まれていないか
●接続後に目視で異常がないことを確認したか
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4-7　ステップ 6：
パワーコンディショナ設置

設置環境の確認と安全対策

　パワーコンディショナは、太陽電池モジュールで
発電した直流電流を家庭や施設で使用できる交流電
流に変換する装置です。また、必要に応じて蓄電池
を設置することで、夜間や停電時にも電気を利用で
きるようになります。
　これらの機器は電気系統の中核を担うため、設置
環境・安全性・防災対策の確認が不可欠です。

　パワーコンディショナおよび蓄電池は、設計で指
定された位置に設置します。施工時には、現場環境
が設計条件どおりになっているかを確認し、安全に
施工できる状態を整えます。
 屋内設置の場合は、周囲の温度・湿度・換気状態
を確認し、発熱や湿気による誤作動・腐食のリスク
がないようにします。ファンの作動音や放熱の影響
も考慮し、壁面・可燃物との距離を確保します。
 屋外設置の場合は、防水・防塵性能（IP 等級）を確認し、直射日光・風雨・積雪・塩害
の影響を受けにくい位置に設置します。ハザードマップを参照し、想定浸水深より高い位
置を選定します。壁面取付時は、防水パッキンやケーブル貫通部の止水処理を点検します。
また、配線の引き込み口や機器周囲の隙間は、水や虫・小動物が侵入しないよう確実に封
止します。

Point 1

確認確認のの
ポイント

●設置位置が設計図どおりであるか
●温度・湿度・換気状態に問題がないか
●屋外設置では防水・防塵・浸水対策を確認したか
●放熱スペース・安全距離を確保しているか
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直流電流による感電防止と安全施工
　太陽光発電システムでは、モジュールからパワー
コンディショナまで直流電流が流れます。この直
流電流は家庭用の交流電流とは異なり、感電時に
筋肉が硬直して手が離れにくく、長時間の通電に
よって重篤な事故を引き起こす危険があります。
　特に、住宅電気設備の経験はあっても太陽光施
工に不慣れな電気工事士が感電する事故が報告さ
れています。直流電流はプラスとマイナスが周期
的に切り替わらないため、一度触れると通電が続
きやすいという特性があります。このため、施工時には必ず絶縁工具・絶縁手袋を使用し、
配線完了後および通電前に絶縁抵抗の測定（電気の漏れがないかの確認）や開放電圧の確
認（モジュールに電圧が残っていないかの確認）を行い、感電の危険がないことを確認し
ます。
　また、作業中および通電試験前には、パワーコンディショナ周辺や分電盤前など関係者
以外が立ち入るおそれのある範囲を明確に区切り、立入禁止表示や声かけを徹底し、関係
者間で安全確認を行います。特に複数の施工者が同時作業する現場では、通電操作前の周
知が不可欠です。

Point 2

確認確認のの
ポイント

●導通試験および絶縁抵抗測定を実施したか
●絶縁工具・絶縁手袋を使用しているか
●通電前に立入禁止や注意喚起を行ったか
●直流電流の危険性を理解した有資格者が施工しているか
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4-8　ステップ 7：
電気配線・試運転・最終チェック

配線接続とアース確認

　全ての設置工事が完了したら、最終的な配線接続・試運転・
検査を行います。
　この工程では、太陽光発電システムが安全に稼働するかを確
認するとともに、関係業者との連携と天候条件に留意すること
が重要です。また、今後の保守・点検に備え、施工記録を整理・
保存します。

　パワーコンディショナ・蓄電池・分電盤などの機器を電気的につなぐ際は、まず接地線
（アース線）が確実に施工されていることを確認します。アースが正しく取れていないと、
漏電や感電、雷の影響で機器が故障するおそれがあります。接地線に傷やゆるみがないか
点検し、設計で定められた抵抗値の範囲内であることを測定して確認します。
　配線作業では、結線図（配線図）をもとに、端子の締め付けトルクや接続方向を必ず確
認します。配電盤内の太陽光ブレーカーを OFF にした状態で結線を行い、作業後には導
通試験（電気が正しく流れるかの確認）と絶縁抵抗測定（電気が漏れていないかの確認）
を実施し、安全な状態であることを確かめます。
　最後に、作業後の配線や機器にわずかに残る電気（残留電荷）を放電し、感電の危険が
ないことを確認してから作業を終了します。

Point 1

試運転と天候条件の確認
　配線作業が完了したら、太陽光発電システムの試運転を行い、発電・変換・制御の各機
能が正常に動作しているかを確認します。
　試運転を行うためには、建物の受電（電極供給開始）が完了していることが前提です。

Point 2

確認確認のの
ポイント

●接地線（アース）の導通と接地抵抗値を確認したか
●接続部に破損・ゆるみがなく、腐食の兆候がないか
●配線および端子の締付トルクがメーカー仕様どおりか
●導通試験・絶縁抵抗測定を実施し、安全を確認したか
●作業後に残留電荷を放電し、感電の危険がないことを確認したか
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施工記録と報告書の整理
　試運転および検査が完了した後は、施工記録を整理し、報告書を作成します。太陽光発
電システムは長期間の運用を前提としているため、設置状況を正確に記録・保管しておく
ことが、今後の点検・修繕・事故対応において重要です。
　施工記録には、設置図面・配線経路図・機器仕様書・試験結果報告書・写真記録等を整
理し、紙媒体と電子データの両方で保管しておくと安心です。特に、金具の固定位置、防
水処理部、電気接続部、接地（アース）部等は、将来的な点検・トラブル対応時に有効な
情報となるため、明確な写真記録を残すことが望まれます。
　また、ビルダー・施工業者・所有者・メーカーの間で、保守・点検体制と連絡経路を明
確にしておくことが重要です。点検は日常点検（発電量・異音・異臭の確認）と定期点検

（出力・導通・絶縁抵抗の測定）に区分し、点検結果は記録・保管します。これらの記録は、
今後の節目点検やトラブル対応において重要な資料となるため、適切に保存します。

Point 3

受電前の状態では通電試験ができないため、電気工事業者・ビルダーと日程を調整して実
施します。
　また、太陽電池モジュールは太陽光によって電気を発生させるため、晴天時に試運転を
行うことが望まれます。 曇天や雨天では十分な発電量が得られず、結線不良や出力異常
を正確に確認できない場合があります。
　試運転時には、出力電圧・電流値・パワーコンディショナの動作ログを測定し、システ
ム全体が安定して稼働しているかを確認します。測定結果は報告書に記録し、後日の点検
時にも参照できるように整理・保存します。

確認確認のの
ポイント

●建物の受電が完了しているか
●晴天時に試運転・発電量の測定を実施したか
●出力電圧・電流・動作ログを記録・確認したか
●試運転結果を報告書に整理・保存したか

確認確認のの
ポイント

●施工写真・試験記録・図面・仕様書を整理し、報告書とし
て保管しているか
●防水処理部・電気接続部・接地部など、主要箇所の写真を
記録しているか
●ビルダー・施工業者・所有者・メーカー間で、保守・点検
体制を共有しているか
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蓄電池（付帯設備）5
5-1　蓄電池とは

5-2　蓄電池施工時のポイント

　蓄電池は、太陽光発電によってつくられた電気を
蓄え、必要なときに使用するための機器です。昼間
に発電した電気を夜間に利用できるほか、停電時に
は非常用電源としても活用できるため、災害時の備
えとしても役立ちます。蓄電池は必須機器ではあり
ませんが、夜間利用や非常時の安心を求める施主の
希望や建物の用途に応じて設置されます。
　家庭用蓄電池には屋外設置型と屋内設置型があ
り、設置場所に合った仕様の機器を選びます。屋外
型は防水・防塵性能を備え、軒下や北側の壁など雨
や直射日光を避けられる場所に設置します。屋内型
は、湿気が少なく風通しのよい場所を選び、熱がこ
もらないようにします。
　蓄電池は重量があるため、コンクリート基礎など、
十分な耐荷重を確保できる場所に設置します。また、
高温になる場所を避けることで、機器の劣化を防ぎ、安全性を確保できます。屋外では地
震や強風でも動かないようにし、屋内では可燃物を近づけないなど、安全に配慮した周辺
環境づくりも大切です。

　蓄電池ユニットは重量物かつ可燃性部材を含む機器のため、設置面の強度確認と防災対
策が必要です。施工時には、現場環境が設計条件どおりになっているかを確認し、安全に
施工できる状態を整えます。
　コンクリート基礎など十分な耐荷重を確保できる場所に設置し、転倒・浸水・延焼を防
止します。アンカー固定を行うほか、屋外では冠水・塩害への対策、屋内では床補強の要
否を確認します。
　また、リチウムイオン電池は内部に可燃性電解液を含むため、火災・感電・破損時の二
次災害防止が重要です。設置場所は避難経路を塞がない位置とし、可燃物・水回りから十
分な距離を取ります。
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確認確認のの
ポイント

●設置面の強度と耐荷重を確認したか
●アンカー固定や転倒防止策を施しているか
●浸水・浸湿リスクがない位置に設置したか
●蓄電池周囲に可燃物・水回りがないか
●直流電流の安全対策（絶縁工具・絶縁手袋・電気試験）
　を行ったか

　さらに、太陽光発電設備では直流電流を扱うため、感電事故を防ぐ目的で、施工時には
絶縁工具・絶縁手袋を使用し、配線後には導通試験や絶縁抵抗測定を行います。通電前に
は立入禁止措置と声かけを行い、安全確認を徹底します。

太陽光発電設備 施工手順書【詳細版】
 【5】蓄電池（付帯設備）
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まとめ6
6-1　安全で確実な施工のために

　本資料は、新築住宅等への太陽光発電設備の設置に当たって、施工の品質と安全を確保す
るための参考となるべく作成した手順書です。
　実際の施工に当たっては、各メーカーが定める施工マニュアル及び各種法令等を必ず遵守
し、現場の実情に応じた柔軟な判断と安全管理を徹底してください。また、メーカーによっ
ては、施工講習や現場立会い、技術相談窓口などの支援制度を設けています。これらを積極
的に活用することで、より安全で確実な施工が実現できます。
　本資料が、事業者の皆様の技術力向上に寄与することを願っています。

　あわせて公開される「概要版」および「施工手順動画」も参考にし、実際の作業イメージ
を確認しながらご活用ください。
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参考情報・関連資料7
7-1　参考情報・関連資料

　本章では、太陽光発電設備の設計・施工・保守等に関連する行政機関および業界団体の公
式サイトを示します。制度やガイドラインの最新情報の確認にご活用ください。

 行政機関・公的団体

公益財団法人 東京都環境公社（クール・ネット東京）
https://www.tokyokankyo.jp/

東京都環境局
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/

環境省
https://www.env.go.jp/

経済産業省 資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/

  業界団体・研究機関

一般社団法人 太陽光発電協会（JPEA）
https://www.jpea.gr.jp/

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
https://www.nedo.go.jp/

一般社団法人 環境共生まちづくり協会
https://www.kkj.or.jp/

一般社団法人 日本電機工業会（JEMA）
https://www.jema-net.or.jp/

 監　修　　塩　将一




